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代表取締役社長 檜垣 俊行

トルクグループ企業理念

私たちの信条
私たちは、世界のものづくりとそれを取り巻く企業に
貢献することで、豊かで安心できる社会をつくります。

私たちは、常に顧客の視点から発想し、速いスピードで
行動し、顧客の期待を超えるサービスを提供します。

私たちは、業界のリーダーを目指し、リーダーとして
ふさわしい仕事をし、顧客を含む全ての取引先に長期に
わたって利益をもたらし、信頼されるパートナーになります。

私たちは、社員とその家族が満足でき、
やりがいと誇りを持って働ける職場をつくります。

私たちは、社会を含む全てのステークホルダーに対して
責任を果たすために、継続的に健全な利益を生み出します。

私たちの価値観
フロンティアスピリット
志高く、失敗を恐れずにチャレンジし、
新しい道を切り拓きます。

成長
社員の成長を通して会社が成長することを目指します。
会社は社員が成長できる機会を提供し、
社員は自責の念を持って熱心に成長し続けます。

チームワーク
全社員が自由に提言や提案を行い、チームとして
問題を共有し、協力して改善と解決に取り組みます。

誠実さ
共に働く仲間を尊敬し、感謝を忘れず、規律を守り、
誠実に行動します。

	 2023年1月

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。

ここに、当社グループ第82期（2021年11月1日
から2022年10月31日まで）の営業の概況等を
ご報告申し上げます。

当連結会計年度は、創業以来最大の投資となる
新物流センター「大正DC」を4月に稼働し、物流
の生産性を大きく向上できました。

次年度は、デジタル化による受注業務の生産性
向上に取り組んで参ります。

引き続き、これらの生産性向上を業績の向上に
つなげるよう尽力して参りますので、株主の皆様に
おかれましては、今後ともなにとぞ倍旧のご支援と
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

株 主 の 皆 様 へ
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売上高 （単位：百万円） 経常利益 （単位：百万円）
営業利益又は
営業損失（△）（単位：百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△） （単位：百万円）

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウ
イルス感染症の影響による経済活動の制限が段階的に緩
和され、景気は緩やかに回復に向かいました。しかしなが
ら、世界的な原材料価格の上昇や、急速な円安の進行な
どを理由として、企業経営を取り巻く環境は先行き不透明
な状況です。
　当社グループが主に関連いたします建設業界におきま
しては、民間大型案件に一部持ち直しの動きがみられたも
のの、継続的な回復には至らず、原材料価格の上昇や人
手不足などによる工事遅延の影響を受け、依然として厳し
い状況が続きました。
　このような状況の中で、鋲螺部門におきましては、急速
な仕入れ価格の上昇に対応するため、販売価格の改正に
取り組みました。また、4月には新物流センター「大正DC」
を稼働しました。出荷能力の増強ができた一方で出荷量

は減少し、減価償却費の増加が重荷となりました。加え
て、物流センターの移転とアイテム拡大に伴い滞留棚卸
資産の収益性の低下の有無に係る判断および簿価切り
下げの方法を変更したことで、売上原価に含まれる棚卸
資産評価損が減少しました。
　コンクリート製品関連金物部門におきましては、設計提
案営業を積極的に推進し、風力発電案件や半導体工場建
設案件の受注に繋げました。
　以上のことから、当社グループの当連結会計年度の売
上高は、20,477百万円（前期比6.4％増）となりました。損
益面では、営業利益は、419百万円（前期比164.7％増）、
経常利益は、709百万円（前期比79.6％増）、親会社株主
に帰属する当期純利益は、532百万円（前期比105.5％
増）となりました。

業績ハイライト（連結） Financial Highlights

事 業 の 概 況 Review of Operation
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2021年11月1日  ▶ 2022年10月31日
第 期報告書82事 業 年 度 毎年11月１日から翌年10月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年1月
基 　 準 　 日 定時株主総会 毎年10月31日

期 末 配 当 毎年10月31日
中 間 配 当 毎年４月30日

　　　　   （その他必要あるときは、あらかじめ公告します。）
単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載
いたします。
https://www.torq.co.jp/

株主名簿管理人
（特別口座の口座管理機関）

東京都千代田区丸の内一丁目4番１号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物の送付先 （〒168-0063）
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

社　　名
英 文 名 TORQ Inc.
創　　業 1926年 （大正15年） ８月
設　　立 1941年 （昭和16年） ６月
資 本 金 27億12百万円
従業員数 連結261名（単体191名）
事業内容 鋲螺、ファスニング製品等の国内販売および

輸出入のほか、コンクリート製品関連金物の
国内販売

ホームページ https://www.torq.co.jp/

代表取締役社長 檜 垣 俊 行
常 務 取 締 役 榎　原　永二郎
取 締 役 濵 中 重 信
取 締 役 岡 田 真 季
常 勤 監 査 役 芝 田 　 誠
監 査 役 坂 本 義 次
監 査 役 福 田 太 一

（ 電 話 照 会 先 ） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間9:00～17:00（土日休日を除く）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会
社の本店および全国各支店で行ってお
ります。

［お知らせ］
1 住所変更、単元未満株式の買取等について

株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。証券会社に口座
がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管
理機関の三井住友信託銀行にお申し出ください。

2 未払配当金の支払について
株主名簿管理人の三井住友信託銀行にお申し出ください。

2022年10月31日現在

環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

Information株 主 メ モ

Corporate Data会 社 概 要

役　　員
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